
 

１１・１２月の分析 ※（ ）は肯定意見の割合％ 〇今年度重点目標 
今回は、『２学期後半』となります。 

⑥ 思いやりをもって調整できた。（98％） 
５ 他の違った意見や考え方を尊重できた。（97％） 
７ 他と協力し、安心して思う存分に活動することができた。（96％） 
10 今後の活動の改善策を整理できた。（96％）・・・前回結果比６％アップ 
１ 規律ある生活を送ることができた。（95％） 

 今回は、人権講話や人権集会及び各学年での活動を通して、人権学習が行われました。「思
いやり」「尊重」という面の意識が高くなったと思います。この意識が、日常生活で実践力
として実際の姿に現れることを大いに期待しています。 

⑧ 伝統を活かし、あるいは、前例にとらわれることなく、工夫できた。（85％） 
・・・前回結果比３％アップ 

② 自分の考えをしっかりと表現することができた。（87％） 
・・・前回結果比２％アップ 

４ 自分に合った目標を設定し、学力定着のために計画的に努力できた。（88％） 
                        ・・・前回結果比４％アップ 
 ３項目のやや低いのですが、すべて前回結果比よりもアップをしています。生徒会役員選
挙や期末テストなどを通して、少しずつ成長していると思われます。この思いや努力を今後
も継続し、学習や係活動などの工夫・改善に活かして欲しいと期待しています。 
その他、前回結果から大幅にアップした項目に、次の２項目が挙げられます。 

（10 は紹介済み） 
   ３ 自分に合った目標を設定し、自分の役割を果たすことができた（83％） 
                        ・・・前回結果比６％アップ 
   ９ 結果をしっかりと受け止め、その成果を明らかにできた。（93％） 
                        ・・・前回結果比５％アップ 
落ち着いた生活態度で、概ね良好な結果となりました。しかしながら、個人差あるいは自

己評価能力という点では、今後も改善や向上に努めていきたいと考えています。 
 
まずは、冬休み！！心身ともにリフレッシュをし、有意義な生活を送れるようにご家庭で

もよろしくお願いします。そして、３学期！！1・2 年生にとっては、まとめと反省そして、
バトンタッチ（伝統継承）となります。３年生にとっては、人生を切り拓く受験となります。 
 それぞれの目標をしっかりと持って目標達成を、おおいに期待しています。 
 

※生徒自身の自己評価能力を高めていきましょう。また、中学校では、自己指導能力を 
もたせるように、支援・助言・指導し続けています。 
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とても思う。 思う。 あまり思わない。 全く思わない。


